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元

の

請

膚

の
.
文

学

I

I

元

史

琴

詮

の

一

1
'
は

し

が

き

蒙
古
人
で
あ
っ
た
元
の
天
子
た
ち
姫
､
･支
那
の
文
化
に
封
し
/

て
鳩
め
て
冷
淡
で
あ
J具

を

そ
れ
姦

解
す
る
だ
け
の
鷲

に
も
乏
し
か
つ
た
､
そ
の
た
め
'
漢
文
を
絞
る
こ
と
は
お
ろ
か

漠
文
を
讃
解
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
っ
た
t
と
い
ふ
こ
と
が
い

ほ
れ
て
ゐ
る
｡
た
と
へ
ぼ
清
の
趨
巽
が
｣
廿
二
史
節
記
-
他
説

､

く
と
こ
ろ
姓
'
さ
う
し
た
見
解
で
あ
る
｡
い
は
-
､

/

元
諸
帝
多
不
習
漢
文

元
起
朔
方
'
本
有
語
無
事
､
太
組
以
来
'
但
借
用
長
音
字
､

以
通
文
轍
'
世
組
始
用
西
倍
八
息
巴
､
造
蒙
苗
字
､
然
於
浜

'

文
､
則
未
習
也
､
元
史
本
紀
'
至
元
二
十
三
年
'
翰
林
承
旨

放
漫
撃
富
､
国
史
院
等
修
大
敵
晃
朝
嘗
錬
'
請
先
以
畏
音
字

膏

川
㌦

幸

次

郎

_播
謬
進
講'
再
付

纂
定
､
元
韓
二
年
'
北
都
帝
等
進
所
謬
太

ヽ

宗
態
宗
世
組賓
録

､昌
疋皆
以
図
書
進
呈
や

其
散
見
於他
侍

泰
'
世

組
間
徐世
隆
以
尭
舜
尋
湯
銭
君
之
道
'
世隆
取

書

停

以
封
'
蘭
書
日

､
汝
境
膜
鹿
解
進
講
'
喜
成
､令
翰
林
承
旨

安
域
'
謬
富
以
進
､

曹
元
用
奉
旨
謬
唐
夷
隅
政
要
麓
国
語
'

元
明
善
奉
武
宗
詔
､
節
倍

音
経
文
..ノ評
共
闘
於
政
事
者
'
乃

単
文
陛
同
評
､
毎
進

1
第
'
帝

必

稀

善

'

異

集

雀

挺

進

'
取

歴
史
中
有
益
於
拾
遺
者
'

用
困

語

族

文

雨

進

講

'

謬

潤

之

際
'
務
麓
明
白
'
数
日
乃
成

一

欝

'

鳥

組

常

亦

鐸

畠

紛

大

訓

以
進
'
榊
朋
各
是
遷

要

事

､

必

皆

詐

以

誓

'

可

知

諸

一帝
皆
不
習
韓
文
也
､
惟
裕

宗

篤

太

子

時

t

.
早

従

桃

梅

賓

獣

受

孝
経
'
及
長
則
侍
経
幌
者
'
如

玉

均

白

棟

李

謙

米

道

等

､

皆

長
老
束
官
僚
諮
訪
'
中
庶
子
僻

必

以

英

子

何

八

赤

人

見

'

太

E;i
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子
漁
令
入
拳
'
伯
必
却
食
入
蒙
古
夢
､
遜
年
再
見
t
.閉
所
諌

何
書
､
排
蒙
古
書
封
､
太
子
日
'
我
財
政
畢
洪
人
文
字
耳
'

此
可
見
裕
宗
之
留
心
畢
間
､
然
未
部
位
舞
､
以
後
如
仁
宗
t
､

最
詑
親
儒
重
道
､
然
有
人
蓬
大
単
桁
養
者
､
命
急
事
王
約
等
､

･:

節
両
得
之
､

則
其
於
決
文
'

茶
亦
不
甚
深
貫
'

至
朝
在
大

臣
､
亦
多
用
蒙
盲
動
薯
'
寧
有
留
豪
儀
単
著
'
世
組
時
倍
音

ー留
夢
炎
等
奏
'
江
推
行
省
､
無

一
人
逸
文
墨
者
'
乃
以
礎
或

麓
江
推
行
省
霊

･
鰯
李
元
鰻
諌
太
后
不
瞥
串
墓

遠

大

怒
､
令
盈
相
克
浄
不
忽
木
等
鞠
閑
'
不
忽
木
以
国
語
謬
両
津

之
､
売
滞
日
'
尊
意
亦
如
此
'
是
不
惟
帝
王
不
習
決
文
'
郎

大
臣
中
習
漢
文
者
亦
少
也
'
如
小
雪
石
蕗
牙
､
学
尤
魯
御
'

･
唾
唾
､
匪
郡
刺
等
'
附
常
篤
勉
楚
英
､

こ
の
趨
翼
の
説
の
大
呂
は
か
う
で
あ
る
｡
蒙
古
は
北
方

の沙

漢
か
ら
輿
起
し
た
哲
族
で
あ
り
'
本
葬
は
文
字
を
も
た
な
か
っ

ウ
ィグ
<

た
｡
太
組
以
後
文
書
の
必
要
が
生
じ
る
と
'
盈

音

字
を
借
用
し

･て
用
を
足
し
､
ま
た
世
組
が
帝
帥
八
思
巳
に
蒙
苗
字
を
作
ら
せ

て
か
ら
は
'
そ
れ
が
国
字
と
し
て
行
は
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が

耗
人
の
文
字
に
封
し
て
は
､

1
向
に
無
能
力
で
あ
っ
た
｡
そ
れ

一

は
世
組
以
後
の
諸
帝
も
'
お
は
む
ね
さ
う
で
あ
っ
て
'
儀
臣
が

青
物
を
挟
進
し
た
際
､
ま
た
経
書
を
進
講
し
た
際
､
み
な
郵
謬

文
が
添
付
さ
れ
て
ゐ
た
と
史
に
見
え
る
の
は
'
邸
も
そ
の
遼
左

で
あ
る
｡
た
i.
例
外
的
に
猿
女
に
習
熟
し
た
も
の
と
し
て
渦
[

世
組
の
皇
太
子
で
即
位
せ
ず
に
死
ん
だ
涙
金
'
す
な
は
ち
裕
宗

野
竹
を
奉
げ
得
る
t
と
S
･ふ
P
が
､
乾
の
所
論
わ
大
声
で
あ
っ

て
'
わ
が
羽
田
博
士
も
'
こ
の
趨
巽
の
見
解
に
賛
成
し
て
ゐ
ら

れ
る
｡
F
蒜

碩
柑
娼
謂

誓

謂

喝

｣･

･･

こ
の
遭
翼
の
見
解
は
'

大
鰐
論
と
し
て
は
も
と
よ
Jp
正
し
S

と
息
は
れ
る
｡
こ
と
に
初
期
の
諸
帝
に
封
し
て
は
､
大
憾
そ
の

ま
土

に
あ
て
は
洩
る
に
相
違
な
い
｡
し
か
し
な
が
ら
t
で
些
花

の
末
期
ま
で
も
P,
す
Jつ
と
さ
う
し
た
肪
腰
が
持
頼
さ
れ
た
か
と

●

い
へ
ば
'
そ
れ
は
必
ず
し
も
さ
う
で
な
い
｡
元
来
の
天
子
た
ち

は
'
む
し
ろ
浜
文
に
封
し
て
相
常
の
興
味
と
能
力
を
も
っ
て
満

た
と
考
へ
る
の
で
あ
る
｡

私
が
か
-
考
へ
る
最
も
大
き
払
理
由
は
･
末
期
の
諸
帝
が
'

一

支
部
の
青
海
'
す
な
は
ち
支
那
の
文
字
を
し
た
1
め
る
こ
と
に

封
し
､
い
づ
れ
も
相
昔
の
興
味
と
能
力
と
を
示
し
て
ゐ
る
こ
と

で
あ
.る
｡
支
群
の
文
字
を
し
た
▲
め
る
と
い
ふ
こ
と
は
･
支
郷

の
文
字
を
読
む
始
カ
'
ね
と
ひ
自
ら
は
楼
れ
な
い
ま
で
も
､
他

人
の
文
章
を
講
解
し
得
る
能
力
'
そ
れ
を
静
蛙
と
す
る
こ
と
申

す
迄
も
な
い
｡

一 ･ 劫 一 ･
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二
光
未
諸
帝
の
書
法
に
つ
い
て
､
最
も
包
括
的
な
記
載
を
均
し

て
ぬ
る
の
姓
'
元
東
野
初
の
人
~
陶
采
俵
の
著
し
た

｢
青
史
食

事
｣
で
あ
る
｡
.こ
の
書
物
の
懇
七
性
､
｢
大
元
｣
の
書
家
の
列
停

で
あ
る
が
'
そ
の
巷
首
に
は
､
英
寮
'
文
京
､
酸
申
帝
す
な
は

も
恨
帝
､
Ii8
よ
ぶ
暇
帝
の
太
子
で
t
の
ち
に
北
元
の
喝
采
と
在

り
た
愛
飲
鼓
理
連
敗
の
翰
墨
に
つ
い
て
次
の
や
う
に
記
し
て
ゐ

る
○

ヽ

ノ

ー
英
宗蒙

古
氏
､
轟
項
徳
八
封
､
仁
宗
子
'
東
武
仁
治
平
之
飴
､

海
内
鼻
清
'
待
以
悼
惜
触
翰
'
管
見
宋
宣
和
事
救
巻
首
御

犠
四
字
'
叉
別
樺
上
日
光
照
吾
民
月
色
清
我
心
十
字
､

一

琴
上
至
治
之
音
凹
字
､
皆
雄
健
縦
逸
､
而
剛
毅
英
武
之

気
'
教
子
筆
端
者
'
亦
足
以
昭
示
於
世
也
'′

I

文
宗

ノ

･
誇
庶
政
木
見
P
..武
宗
子
､

以
聴
明
春
知
之
賓
'
入
正
大

統
'
廼
稽
古
右
文
､
開
愛
車
閥
'
遼
寧
士
畠
'′
討
論
拾

遺
'
幾
致
刑
措
'
喜
作
字
､
転
進
用
,#
臣
､
或
親
御
簾

.翰
､
作
教
書
以
賜
之
､
自
害
問
記
'
甚
有
菅
入
港
鹿
､
事

践
喝
回
､
非
臣
庶
断
絶
及
也
､

庚
申
帝

諦
哀
歓
帖
木
蘭
､

明
束
子
､
-
天
件
仁
恕
､
務
以
寛
平
政

治
､
改
蜜
単
底
宣
文
'
崇
儒
重
遥
'
食
醜
薯
臣
､
寓
幾
之

飴
､
留
心
翰
墨
'
新
書
大
字
､
厳
正
総
務
∵
非
浅
単
可

到
･
棄
董
倖
世
'
人
知
賛
霧
､
､
,

･

愛
飲
識
理
達
晩

庚
申
帝
子
､
風
儀
俊
遇
､
性
茸
英
偉
'
帝
於
東
宮
建
塊
本

堂
､
置
野
師
侍
以
教
之
､
知
好
聾
､
寄
作
字
'
)
展
糖
藩

癖
,
探
得
琴
氷
輿
之
妙
､
非
工
夫
純
熟
､
不
能
到
也
'

い
づ
れ
も
安
郷
の
文
字
畝
蕃
-
こ
と
に
相
常
の
能
力
'
或
仏

は
相
嘗
以
上
の
能
力
を
も
っ
て
ね
た
や
う
に
記
さ
れ
て
お
る
｡

/

も
っ
と
も
著
者
陶
宗
儀
は
､
｢商
人
し
な
が
ら
元
の
遺
民
で
あ
り

元
の
官
室
に
封
し
て
は
脊
轡
の
情
を
抱
S
て
ゐ
た
人
の
や
う
で

あ
る
｡
こ
れ
ら
の
記
事
の
中
に
も
'
さ
う
し
た
感
輪
か
ら
出
た

掩
飾
の
詞
が
全
く
恵
S
と
は
保
し
難
い
q

し
か
し
な
が
ら
'
そ

の
全
部
が
掩
飾
の
試
で
あ
る
と
断
す
る
こ
と
も
'
む
つ
か
し
い

や
う
に
息
は
れ
る
｡

も
う

一
つ
諸
帝
の
功
墨
に
.つ
い
て
の
包
括
的
な
記
載
妊

｢
圃

要

類
｣
欄
欄
に
収
め
た
｢
軽
業

典
序
銀
L
Q
AO
,ち

｢
啓
典
｣

の
序
鍬
で
､
｢
御
者
｣
ーと
瞳
す
る
部
分
で
あ
る
｡

御
ノ
書

′ 一 遇9-
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日
月
之
鯨
象
､
空
漠
之
麓
章
､
盈
辰
之
経
緯
､
皆
天
之

文

也
'
及
夫
河
出
固
'
洛
出
書
'
則
有
以
通
紳
明
之
徳
､
類
寓

物
之
情
'
豊
井
造
化
之
組
'
至
是
雨
著
明
欺
.
天
子
言
而
底

す

訓
話
尊
命
'
行
而
翁
躍
楽
典
章
､
何
往
而
非
文
也
'
至
於
寓

幾
之
暇
'
親
御
歯
茎
'
則
刻
之
塊
演
'
恨
耀
乗
せ
､
亦
猶
天

之
所
麓
､
其
惟
観
音
乎
'

我
国
表
白
世
組
皇
帝
'

受
持
名

儀
､
以
停
東
宮
､
是
政
裕
宗
皇
帝
之
在
春
坊
'
嘗
有
日
習
倣

～

書
'
域
之
東
胡
'
以
示
子
孫
'
造
夫
仁
宗
皇
帝
'
英
宗
皇
帝

､
時
有
景
物
､
寵
賜
葦
臣
'
侍
至
欽
天
統
聖
至
徳
誠
功
大
文

孝
皇
帝
､
別
離
章
之
枠
､
書
法
之
聖
､
度
越
前
代
帝
王
棄
'

特
赦
盛
哉
'

こ
れ
に
よ
れ
ば
t
か
の
趨
翼
も

｢
心
を
畢
問
に
留
め
た
｣
と

し
た
裕
宗
展
金
の
腔
か
､
仁
宗
'
英
宗
も
､
｢時
に
崖
翰
あ
少

て
'
群
臣
に
寵
賜
し
た
ま
う
た
｣
の
で
あ
り
､
欽
天
統
監
至
徳

誠
功
大
文
革
皇
帝
､

す
な
は
ち

文
宗
に
至
っ
て
は
'
｢
新
車
の

一
棒
.
書
法
の
聖
､
前
代
の
帝
王
に
度
越
し
た
ま
う
た
｣
と
す
る
｡

｢
粧
せ
大
典
｣
は
文
宗
の
詞
臣
が
挟
進
し
た
も
の
で
あ
ゎ
'

こ

の
序
錦
は
'

お
そ
ら
く
虞
集
の
輩
で
あ
る
｡
文
宗
の
書
法
を

｢
静
代
の
帝
王
に
度
越
し
た
ま
ふ
｣
と

い
ふ
の
は
､
も
と
よ
り

絵
美
の
群
に
相
連
な
い
｡
し
か
し
な
が
ら
'
こ
の
文
章
全
都
が

溢
乗
の
鮮
で
あ
る
と
は
､､
や
は
ゎ
考
へ
忙
ぐ
S
の
で
あ
る
｡
さ

う
し
て
仁
宗
も

｢時
に
崖
翰
あ
り
｣
と
い
ふ
の
が
'
本
営
で
あ

か
と
す
る
な
ら
ば
､
元
の
諸
帝
の
う
ち
翰
墨
と
線
を
結
ん
だ
も

の
は
､
｢
青
史
曾
要
｣
に
あ
げ
た
三
帝

t
太
子
の
ほ
か
'
更
に
減

っ
て
仁
宗
を
加
へ
得
る
こ
と
に
な
る
｡

私
は
い
さ
1
か
文
献
を
渉
概
し
て
見
た
結
果
､
｢
青
史
魯
要
｣

な
妙

｢
経
世
大
典
序
錬
｣
の
記
事
は
'
大
嘘
に
於
て
正
し
い
や

う
に
思
ふ
｡
の
み
な
ら
ず
､
文
宗
の
如
き
は
'
ま
た
順
帝
の
如

き
は
'
支
邦
人
の
文
畢
な
り
塾
術
な
り
を
'
相
常
高
度
に
理
解

し
得
た
文
化
人
で
あ
っ
た
と
息
ふ
の
で
あ
る
｡

も
っ
と
も
私
は
｣

諸
藩
の
能
力
は
'
他
の
北
族
の
天
子
､
た

と
へ･ば
魂
の
孝
文
帝
､
金
の
章
宗
､
清
の
高
宗
な
ど
と
比
肩
七

得
る
と
い
ふ
の
で
は
な
い
｡
そ
れ
ら
の
天
子
に
比
す
れ
ば
'
元

の
天
子
は
や
は
り
'
趨
翼
の
い
ふ
や
う
に

｢
甚
し
く
は
探
耳
な

ら
す
｣
で
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
同
時
に
ま

た
､

一
般
に
橡
想
さ
れ
る
ほ
ど

｢
不
探
耳
｣
で
.A
な
い
｡'
趨
翼

の
い
ふ
と
こ
ろ
は
､
楯
の
最
も
重
要
忽
｣
両
で
は
あ
ら
う
が
'

別
の
1.両
も
同
時
に
存
在
す
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
｡
ま
た
そ
の

渡
文
に
封
す
る
能
力
は
､
末
期
の
天
子
ほ
ど
槍
し
て
ゐ
る
か
よ

息
は
れ
る
｡
英
宗
は
仁
宗
よ
り
も
探
貫
に
､
文
宗
は
暇
帝
は
'

⊥一-30
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英
宗
よ
妙
も
更
に
搾
貫
政
や
う
に
思
は
れ
る
｡-[こ
の
k
J
と
は
元

の
未
年
の
歴
史
を
考
へ
る
上
に
'
あ
る
程
度
の
関
係
を
も
つ
も

の
と
考
へ
る
｡
天
子
の
性
格
は
､
も
と
よ
り
時
の
政
治
に
反
映
t

L
､
赦
骨
に
反
映
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
｡

以
下
､
私
は
私
の
集
め
膚
た
資
料
に
よ
っ
て
､
や
ゝ
委
細
に

詩
帝
の
文
拳
を
'
そ
の
物
量
を
中
心
と
し
つ
つ
､
考
へ
て
ゆ
-

こ
と
と
す
る
｡

■

二
､
展
金

仁
宗

英
宗

ま
す
世
組
の
皇
太
子
展
金
､
す
な
は
ち
い
は
ゆ
る
裕
宗
皇
帝

が
漢
文
に
通
じ
て
ゐ
た
こ
と
は
'
趨
翼
も
み
と
め
て
ゐ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
か
ら
'
詳
し
-
は
説
か
な
S
｡
い
ま
そ
の
翰
墨
に
つ

い
て
の
記
事
を
拾

へ
ぼ
､
｢
元
史
｣
の
嘩
唾
侍
に
は
次
の
記
事
が

あ
る
｡

I

世
組
以
儒
足
以
致
治
'
命
裕
宗
畢
於
賀
善
玉
拘
'
今
秘
書
所

蔵
裕
宗
倣
昔
､
昔
時
御
筆
､
於
畢
生
之
下
､
､親
管
御
名
脅
書

謹
呈
､
其
敬
慎
如
此
'

/

つ
ま
り
虞
金
の

｢倣
書
｣
な
る
も
の
が
'
嘩
唾
の
時
代
､
と

い
ふ
の
は
順
帝
の
治
世
で
あ
る
が
'ノ
そ
の
頃
な
ほ
成
育
配
に
賓

哉
さ
れ
て
ゐ
た
｡

そ
れ
を
拝
見
す
か
と
､
｢
畢
生
虞
金
習
昔
話

星
｣
と

著
し
で
ゐ
ら
れ
む
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
､
と
の
唾
唾
侍

の
言
葉
と
相
慮
す
る
も
の
と
し
て
は
､
戚
音
監
の
筆
故
を
記
七

か

｢紺
青
志
｣
が
あ
る
｡
い
は
く

＼

延
砧
二
年
七
月
十
六
日
'
奉
集
賢
院
割
付
､
昔
年
四
丹
二
十

-

三
日
､
水
剤
忽
怯
帝
第
二
日
､
嘉
繕
殿
内
有
時
分
､
封
開
聞

ダ
院
使
張
司
農
太
史
院
焚
仲
信
等
有
乗
､
本
院
官
曲
出
太
保

一

叔
掛
率
吐
奏
過
事
内

一
件
､
裕
宗
皇
帝
根
騎
読
書
的
先
生
玉

繁
華
､
是
勅
許
平
仲
先
生

一
魔
術
授
時
暦
殊
的
､
裕
宗
皇
帝

小
時
節
詩
的
文
書
t､
露
衆
的
字
'
吏
使
衆
的

1
衛
玉
硯
､

一

線
風
字
硯
､
王
賀
善
収
拾
著
弗
､
如
今
他
的
核
兇
貌
'
不
是

他
毎
食
牧
的
'
将
来
鼻
猷
過
鹿
追
'
上
位
者
7
､
番
聖
旨
'

部
数
秘
書
監
裏
好
生
収
拾
者
'
王
賀
華
井
他
父
組
根
底
､
依

著
桃
公
茂
賓
決
卿
鰭
例
'
輿
封
野
者
､
悠
輿
省
家
文
尊
者
塵

_ 31_

道
'
聖
旨
了
也
'
欽
此
t

等

乙

の
文
書
に
よ
れ
ば
､
鹿
金
の

｢
倣
蕃
｣
は
､
元
木
は
そ
の

伽
'
玉
均
か
家
に
域
せ
ら
れ
て
ゐ
た
が
'
玉
均
C
L死
後
､
そ
の

遺
族
は
'
私
家
に
戒
す
る
は
お
そ
れ
多
L
と
'
仁
宗
の
延
蕗
二

年
に
至
り
､
展
金
の
読
ん
だ
本
｣

使
っ
た
硯
と
共
に
'
朝
透
に

猷
上
し
た
｡
執
在
は
そ
れ
を
受
納
L
t
秘
書
監
灯
保
管
を
命
じ

た
わ
け
で
あ
る
｡
ま
た
こ
れ
ら
の
物
件
の
受
取
り
と
し
て
'
戯
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音
邸
が
上
っ
た
文
書
も
r
r秘
書
志
｣
の
同
じ
巻
に
見
え
る
｡

延
砧
二
年
九
月
初
五
日
'

蘭
書
硯
'
椎
茸
収
管
'

孝
経
三
冊
不
全

論
語
七
肝
不
金

-

.
小
単
二
肝
不
全

周
易

一
冊
不
全

ゝ

唐
鑑
六
冊
不
全

孝
経
巻
子

一
個
不
全

倣
書

一
巻
等

一
幅

･

玉
硯

一
個
匝
仝
彼
有
損

顧
喜
郎
呈
､
奉
指
揮
静
下
裕
宗
畠

風
字
硯

一
個

ま
た
こ
の

｢倣
書

一
巻
等

1
幅
｣
が
'
蕃
定
の
頃
に
も
'
至

正
の
頃
に
も
､
蘭
書
監
に
あ
っ
た
む
ね
は
お
な
じ
-
｢秘
書
志
｣

だ
見
え
.て
を
少
､
｢
経
世
大
典
序
錬
｣
に
'
｢裕
宗
皇
帝
之
在
春

坊
､
嘗
布
目
習
倣
寄
｣
と
見
え
る
も
の
も
､
こ
れ
を
指
す
に
相

■

違
な
5
?
｢倣
音
｣
と
い
ふ
言
葉
は
､
他
に
用
例
を
知
ら
心
が
'

手
本
を
ま
ね
て
番
い
挙
手
習
草
紙
と

S
ふ
こ
と
で
も

あ
ら
う

か
｡
こ
れ
は
畢
な
る
想
像
で
あ
る
が
､
虞
金
の
輩
曙
と
し
て
'

書
う
し
た
も
の
し
か
億
は
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
と
す
れ
ば
､
成
仏

僧
涙
金
の
藻
草
は
､

一
般
の
橡
源
に
反
し
.
鹿

抹
さ
し
た
る
lN

と
も
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
｡
夜
旺
展
偏
の
旺
ど
は
も
と
よ
･?

定
か
な
ら
ぬ
が
'
涙
金
は
生
れ
つ
き
の
不
具
で
噂
で
あ
っ
恵
と

S
ふ
風
説
が
'
葉
子
奇
の

｢
草
木
予
｣
鵬
に
見
え
て
ゐ
る
｡

爽
紅
'
展
金
の
第
三
千
で
あ
少
､
世
組
の
皇
孫
と
し
て
世
組

の
あ
と
を
つ
い
だ
成
宗
皇
帝
戦
穆
耳
'
ま
た
虞
金
の
滞
'
世
組

の
曾
孫
と
L
tf
P･
成
宗
の
あ
と
を
つ
い
だ
武
宗
皇
肇
海
山
､
こ

の
二
帝
に
つ
い
て
は
'
審
問
の
及
ぶ
と
LJろ
､
翰
墨
に
関
す
る

記
事
は
何
も
な
-
､
｢
超
せ
大
典
序
銀
｣
転

も
重
く

言
及
し
な

い
.

お
そ
ら
-
二
帝
は
翰
墨
を
御
す
る
と
之
が
出
奔
な
か
や
た

の
で
あ
ら
う
｡
も
し
景
物
が
あ
れ
ば
､
｢序
錦
｣
の
筆
者
は
､
鬼

の
首
で
も
取
っ
た
や
う
に
書
き
立
て
た
膏
で
あ
る
Q･'
こ

と
に
武

宗
は
文
宗
の
父
で
あ
る
d
叉
畠
の
簾
瀞
が
あ
Q
ね
と
す
れ
ば
t

L
.

文
宗
の
詞
臣
た
ち
は
'
何
を
お
い
て
も
言
及
す
べ
き
と
こ
ろ
で

参
る
.
し
か
る
に
隻
字
も
ふ
れ
て
ゐ
た
い
の
は
'
こ
わ
-二
帝
は

な
は
菜
郷
の
翰
墨
と
棒
を
結
ぶ
に
至
ら
な
か
っ
た
こ

_と聖
杯
す

も
の
と
断
じ
七
よ
か
ら
う
｡

と
こ
ろ
で
'
武
宗
の
攻
に
立
っ
た
そ
む
弟
､
仁
宗
皇
帝
愛
育

費
頼
力
八
鹿
は
'
｢
時
に
罷
協
の
'

群
臣
に
鴇
賜
す
る
為
の
あ

-
｣
と

｢
解
せ
大
典
麻
錬
｣
に
見
え
る
こ
と
､
蹄
に
あ
げ
た
漁

て }皇
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わ
で
あ
る
が
､
｢序
錬
｣
の
こ
の
嘉

菜
と
粕
印
誇
す
る
複
軌
が
他

に
も
あ
る
｡

そ
の
一
は
､
｢
元
史
｣
の
李
孟
侍
に
､
帝
が
李
孟
に
輿
へ
た
寵

過
を
叙
し
て
'

叉
固
英
傑
､
動
詞
臣
悠
之
賀
､
及
御
者
秋
谷
二
字
､
識
以
要

而
賜
之
､

と
い
ふ
こ
と
で
あ
訂
..h李
孟
は
仁
采
が
讃
王
で
あ
っ
た
墳
か
ら

の
師
侍
で
あ
っ
て
､
如
位
の
の
ち
は
儀
臣
と
し
て
倍
増
の
厚
か

つ
た
人
物
.i,
あ
る
｡

｢秋
谷
｣
と
い
ふ
の
は
そ
の
既
で
あ
る
が

仁
宗
は
そ
の
戟
な
る

｢
秋
谷
｣
の
二
字
を
喜
像
の
上
に
藩
S
tJh

輿

へ
た
の
で
あ
る
｡

そ
の
二
は
'
部
文
原
の
詩
に
'
仁
索

の
畠
静
を
詠
じ
た
も
の

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
Q
部
氏
の
詩
の
全
集
を
.
私
は
見
る
こ
と

が
出
禿
な
い
O
い
ま
顕
駒
立
の

｢
元
詩
選
二
集
｣
の
丙
に
見
え

た
も
の
に
よ
る
｡

奉
橿
姫
路
接
翰
井
序

､

欽
惟
仁
宗
'
上
乗
組
武
'
蒐
薙
俊
彦
'
求
治
勝
寧
､
尤
専

穏
儀
臣
､
務
敦
風
化
'
由
是
治
青
侍
御
史
臣
等
貫
.
擢
租

部
倍
音
'
凡
春
選
者
六
人
､
惟
貫
進
秩
有
加
､
親
漉

接

翰
'
喝
示
弘
光
､
恭
備
臣
健
､
成
槍
鼓
舞
､
集
賢
慮
拳
士

'
臣
郵
文
原
､
蓮
井
手
樽
首
而
作
詩
日
､

背
呼
帝
賢
表
潜
紳
､
秩
宗
官
選
賀
拳
細
､
ー
官
聯
天
府

政
磯

i

魚
'
帝
闇
河
励
塊
攻
文
､
骨
聴
新
帝
暗
療
日
､
仰
拳
弓
倒
泣

.秋
雲
ハ
小
臣
作
碩
嘩
仁
翌
､
活
路
承
恩
凍
足
云
､

要
す
る
に
､
部
貫
を
鰻
部
俗
書
に
戟
掘
す
る
際
に
輿
へ
た
定
翰

嫁
詠
じ
た
吾

で
-

か
-
郭
貫
は

｢
元
史
｣
讐

附

に
侍
が

あ
り
､
至
大
卯
年
紗
こ
と
と
し
て
'

除
穏
部
倍
音
､
帝
親
書
其
官
階
､

日
罫
議
大
夫
､

以
捜
有

司
､

と
見
え
る
｡
女

原
の
詠
す
る
も
の
は
､
す
な
姓
も
こ
の

｢嘉
議

大
夫
｣
の
四
字
で
あ
ら
う
｡
L
｢
先
史
百
官
志
｣-

に
よ
れ
ば
､
鵡

都
府
番
は
雲

高

で
あ
･sa
t
嘉
講
大
夫
は
雲

高

の
散
婿
で
あ

る
｡
-そ

の
三
姓
･
東
砂
の
.
r清
書

士
集
｣
誓

-

､
長

束
御

者
の
繋
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
｡

仁
廟
御
者
除
官
賀

4'

&

於
赫
仁
者
､
御
租
中
天
､
迫
珠
玉
度
'
左
右
惟
賢

愚
寮
俊

.驚
'
嘉
最
速
棟
､
稽
古
九
官
'
匪
臼
戯
嘩
'
戯
厳
秩
泉
｡
推

鹿
且
清
ー
佐
理
大
政
､
宰
士
是
程
'
皇
畿
触
磯
､
具
瞭
療

軽
'
-摩
彼
椎
流
.
出
潮
糾
托
､
八
柄
叔
臣
.
首
欝
以
昔
､
或
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趨
或
常
'
執
管
淵
息
､

昭
哉
空
車
'

錬
黍
食
違
､
勿
私
以

息
､
不
怜
其
楯
'
番
番
老
臣
､
卒
菜
園
鈎
､
山
立
陽
明
'
如

歳
之
春
､
帝
賓
干
天
､
執
簡
沸
絵
'

虹
光
徹
橡
'
爵
位
日

新
､

こ
の
御
書
の
内
容
は
､
｢
厳
厳
た
る
秩
宗
｣
と
い
ふ
句
か
ら
推

し
て
､
す
な
は
ち
上
k
S
ふ
郭
貫
の
除
書
で
あ
り
'
つ
ま
.り
郵

文
原
の
詠
じ
た
崖
鞠
と
同
じ
も
の
に
賓
を
し
た
と
息
は
れ
る
.

(

｢
秩
宗
｣
が
穏
部
倍
音
の
推
柄
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
迄
も
な
い
｡

は
i)め

ま
た

｢
八
柄
も
て
臣
を
駁
す
る
に
は
'
静
を
首
と
し
て
費
き
を

も
･Lt

･<T}

ふ
か

以
ふ
れ
ど
∵
或
仏
は
超
え
或
仏
は
常
な
少

'
管

を
執
り
て
淵

-
ヽ

息
ひ
た
ま
ひ
し
が
｣
と
5
ふ
あ
た
少
も
､
｢
元
史
｣
に
特
に
そ
の

官
階
.
す
な
は
ち

｢
昏
｣
を
､
嘉
議
大
夫
と
手
書
し
た
と
い
ふ

の
と
､
よ
ぐ
符
合
す
る
｡

仁
宗
の
御
書
に
つ
い
て
､
私
の
捜
し
宙
て
た
文
献
は
以
上
の

三
つ
に
と
ゞ
ま
る
｡
仁
宗
は
､
周
知
の
や
う
に
'
科
拳
を
再
開

し
た
天
子
で
あ
っ
て
､
主
と
し
て
そ
の
鼓
か
ら
､
｢
好
俵
重
道
｣

と
い
ほ
れ
る
の
で
あ
る
が
､
或
仏
は
そ
の
践
拳
は
な
性

｢
不
甚

探
貫
｣
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
｡
最
も
慎
重
な
態
度
を
取
れ
ば

そ
の
翰
墨
の
能
力
も
.
た
2･
軍
に
｢
秋
谷
｣
と
か

｢
寡
議
大
夫
1

と
い
ふ
や
う
な
簡
単
な
文
字
を
わ
た
1
め
得
る
に
過
ぎ
な
か
つ

一■

-
た
か
も
知
れ
な
い
｡

･

と
こ
ろ
が
'
仁
宗
の
子
で
あ
る
英
宗
皇
帝
碩
徳
八
刺
に
な
る

と
'
資
料
は
よ
り
豊
富
に
t
よ
り
曜
賢
に
な
っ
て
葬
る
｡
ま
づ

ろ
と

陶
宗
儀
が
英
宗
の
音
を
許
し
て
､
｢武
宗
仁
宗
の
治
平
の
飴

を

●

た
の

承
け
て
､
梅
内
鼻
清
な
-
け
れ

ば

'
情

を
触
勅
に
惜

し
ま
せ
た

ま
ふ
を
得
た
り
､
嘗
て
栄
の
宣
和
の
手
勅
の
巻
首
な
る
御
瞳
の

四
年
を
見
ぬ
､
ま
液
卵
稀
の
上
な
る
日
光
照
尊
氏
月
色
清
我
心

の
十
字
､
琴
の
上
な
る
至
治
之
晋
の
四
字
､
み
な
雄
健
縦
逸
な

～

Jp
t
而
も
剛
毅
英
武
の
束
の
､
筆
端
に
賢
し
た
ま

へ
る
も
の
は

亦
も
っ
て
世
に
昭
示
す
る
に
足
れ
り
｣
と
い
っ
て
ゐ
る
の
は
､

肘
に
引
い
た
通
わ
や
あ
る
が
､
陶
宗
儀
の
寓
自
し
た
こ
の
数
通

の
展
鞠
の
こ
と
は
'
庚
集
の

｢
遺
閑
畢
苗
錬
｣
出
に
も
見
え
て

ゐ
右
O

ま
づ
栄
の
徽
宗
の
手
動
の
始
め
に
嶺
し
た
と
S
ふ
四
字

の
由
来
は
､
次
の
詩
の
序
に
詳
し
い
｡

題
東
平
王
輿
盛.
鵬
明
手
巻

一

来
室
和
事
勅

一
過
､
巻
首
鴇
識
四
字
'
我
朝
英
宗
皇
帝
御
書

.他
･
帝
嘗
以
各
論
三
年
正
月
十
五
日
･
事
五
拳
里

臣
有
以

書
猷
肴
､
丞
相
弗
任
侍
側
､
就
抵
以
賜
之
､
既
掃
第
､
曲
先

盛
照
明
寛
金
字
併
啓

一晩
餐
丞
棚
二
兆
相
図
以
此
奄
馳
之
'

且
語
以
其
故
'
至
臓
三
年
三
月
八
日
'
無
明
腐
敗
陽
玄
記
其

:- 34-
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事
於
左
方
､

重
代
榊
鰐
蹄
代
勅
'
小
臣
切
備
史
臣
音
､
事
業
久
鳥

人
土

宜
､
文
寧
輪
作
世
穣
換
､
海
絵
砥
石
幽
基
布
､
某
築
郁
蓮
計

己
疎
､
経
論
全
燕
天
顔
斬
､
寓
年
形
勝
帝
王
居
､

ム
血き

す
な
は
ち
至
治
三
年
'
英
宗
は
五
華
山
に
幸
し
た
が
､
時
に

激
宗
の
手
動
を
献
上
し
た
も
の
が
あ
ゎ
､
帝
は
巻
好
に
四
字
畝

麿
し
た
上
､
そ
ぼ
に
侍
る
丞
相
の
辞
任
に
輿
へ
た
｡
辞
任
は
開

困
中

元
動
な
る
木
筆
費
国
王
六
世
の
孫
で
あ
り
､
世
組
の
輔
臣

窒

息
の
孫
で
あ
る
が
､
時
に
青
年
宰
相
と
し
て
'
好
悟

れ
ほ
ま

れ
高
か
つ
た
.
と
こ
ろ
で
弗
任
は
邸
に
締
る
と
､
あ
だ
か
も
盛

無
明
か
ら
金
字
の
俳
書

1
峡
を
滑
ら
れ
た
の
で
､
さ
き
に
賜
は

っ
た
御
短
の
雀
を
､
そ
の
返
し
と
し
で
､
無
明
に
輿
へ
た
O
無

明
は
お
な
じ
く

｢
青
史
倉
要
｣
に
､

盛
無
明
'
其
先
曲
鮮
人
､
後
居
壊
串
､
清
倖
謀
蝕
､
発
車
多

一

材
､
エ
翰
墨
､
亦
詑
通
六
図
書
'
至
正
甲
申
､
管
以
所
航
法

～

書
考
八
巻
進
'
上
鷲
之
徹
巻
'
命
域
禁
中
t

j
見
え
る
西
棟
人
で
あ
る
が
'
青
書
に
長
じ
､
そ
の
著

｢
没
書

考
｣
は

｢
固
喜
孝
｣
と
共
に
･
今
に
俸
は
つ
iJ
ゐ
る
｡
と
こ
ろ

で
'
辞
任
か
ら
こ
の
巻
を
も
ら
っ
た
無
明
は
､
そ
の
後
文
宗
の

至
臓
三
年
に
至
妙
､
文
名

1
時
に
高
か
つ
た
欧
陽
玄
に
､
そ
の

●

こ
-
'ぱ
カ
N,

′敗
を
書
い
て
も
ら
つ
た
と
い
ふ
の
が
､
と
の
序

の

大
患
で
あ

る
｡
庚
集
の
詩
も
欧
陽
の
故
と
時
を
向
じ
Y
し
て
作
ら
れ
た
も

こ■
ゴ
が
き

の
で
あ
ら
う
が
､
こ
の

序

によ
れ
ば
､
英
宗
が
親
し
-
韓
字

を
し
た
1
め
得
た
こ
と
は
､
疑
ひ
を
容
れ
ぬ
｡
但
し
､
こ
の
巷

今
は
俸
は
ら
ぬ
や
う
で
あ
り
､
欧
傷
の
政
も
'
今
本
の

｢
圭
菊

文
集
｣
に
は
見
え
な
い
｡

女
に
､
｢
青
史
倉
要
｣
に
銀
し
た
も
う

一.
つ
の
簾
翰
に
つ
い
で

ち
.
｢
畢
苗
錬
｣
た
詩
が
あ
る
｡

承
句
靖
軒
司
徒
足
成
旦
公
所
蔵
英
宗
御
旗
之
旬
､
元
短
日

Tiil光
照
吾
民
･
月
色
清
我
心
､
叉
蹟
琴
日
､
至
治
之
音
､

′

化
困
多
長
打
､
商
人
侍
紫
崖
､
親
書
従
上
相
､
展
筆
念
生
民
､

雲
洗
文
章
備
'
風
雷
戟
令
新
.
惟
鷹
育
簡
布
.
能
我
古
風
淳
.

御
翰
紹
地
味
'
満
腔
鷲
殿
陰
'
雲
依
清
静
葉
､
月
即
妙
明

′

､

心
'
千
俄
盤
堂
去
'
諸
天
瀬
粛
臨
､
免
経
誰
麓
鼓
'
至
拾
有

遺
菅
'

序
の
意
味
は
､
｢
日
光
願
書
民
､
月
色
清
我
心
｣
と
い
ふ
英

宗
の
震
翰
､
ま
た
琴
匹
題
し
た

｢
至
論
之
青
｣
と
い
ふ
温
翰
.

そ
れ
を
且
公
な
る
人
が
所
域
し
て
ゐ
た
が
､
箔
軒
司
徒
が
宗
翰

の
句
に
も
と
づ
い
て
も
の
し
た
詩
'
そ
れ
に
次
萌
し
て
作
る
､

と
い
ふ
･の
で
あ
る
.
箔
軒
司
徒
'
旦
公
な
る
人
名
に
つ
い
て
は

3L5+
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後
考
を
待
つ
｡

以
上

｢輿
石
錬
｣
の
二
俵
は
'
恰
か
も

｢
青
史
食
草
｣
の
帝

事
の
柱
脚
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
､
そ
の
ほ
か
英
宗
の
翰
墨
に

っ
い
て
の
記
載
は
､
衰
柄
の

｢清
容
雲

集
｣
雫

に
も
見
え

る
｡
｢
英
廟
御
書
閉
経
侶
賀
｣
と
瞳
す
る
も
の
で
あ
っ
て
'
｢時

./

麓
皇
太
子
｣
と
注
す
る
｡

日
升
成
池
'
五
菜
耀
臆
､
喝
徹
水
源
､
濁
垢
斯
澄
､
推
彼
iT=

頴
､
執

一
貫
寓
､
距
柏
受
形
'
莫
測
其
襲
'
頗
珠
陸
離
'
光

被
葺
海
'
允
祢
緒
圏
'
喝
示
憶
我
~

こ

ふ
て

お
圧

｢練
れ
彼
の

寸

頴

の
二

を
執
り

て寓
を
貫
き
た
ま

へ
る
'
鈍

.Niそ

L=q

い
な
る
も
繊
き
も
形
を
受
け
て
'
其
の
撃
を
測
る
美
し
'
鴎
珠

陸
離
と
し
て
､
宝
海
に
光
被
す
し
な
ど
と
い
ふ
の
は
､
さ
と
よ

歩
埼
甥
の
言
葉
で
あ
っ
て
､

そ
の
賓
際
で
は
あ
る
ま

S
｡

か

の
陶
宗
儀
が
英
宗
の
書
法
の
蕃
港
を

許
し
て
､
｢
雄
健
搬
逸
奉

ヽ
ヽ

か
｣
と
い
ひ
､
｢
両
も
剛
毅
英
武
の
束
の
､
饗
場
に
拳
す
る
も

_

ヽ
ヽ
ヽ

の
は
､
亦
も
っ
て
世
に
昭
示
す
る
に
足
れ
り
｣
･
と
S
ふ
の
は
､

む
し
ろ
そ
の
昔
が
模
拙
で
あ
っ
た
こ
と
.乾
思
は
す
｡
し
か
し
横

地
な
が
ら
も
t
と
､紅
か
-
｢
閉
経
侶
｣
を
し
た
1
め
得
た
｡
r絹

経
侶
｣
と
は
'
経
文
を
讃
涌
す
る
線
化
つ
け
る
偽
で
あ
っ

て'

｢
無
上
甚
深
微
妙
渡
､
百
千
寓
劫
難
遭
遇
､
我
今
見
開
得
受
持
､

/
臓
解
加
水
鹿
茸
拳
｣
の
二
十
八
字
で
あ
る
よ
し
'
壌
本
書
隆
畢
`

士
か
ら
教
示
を
受
け
た
a

rJ

束
に
ま
た
ー
英
宗
の
蕗
字
に
封
す
る
醜
力
を
､
も
っ
と
も
Ai,

く
示
す
の
は
'
許
空

b

r
至

正
集
長

和
に
見
え
挺
率
の
文

で
あ
る
｡

′

恭
緩
至
治
御
育

英
宗
御
極
､
練
薮
励
治
'
淡
惑
木
探
幽
之
抵
'
取
後
車
jg
-

材
､
以
寮
棟

一
時
'
世
朗
有
若
東
平
息
猷
王
'
凋
蓮
亭
寺
､

君
臣
千
載
之
遇
'
魚
水
不
足
以
噴
之
也
'

一
日
侍
便
殿
'
借

手
紺
墨
筆

件
古
鏡
形
,
而
以
朱
筆
分
晩
理
麓
肉
好
･
執
規
-

敗
残
之
有
不
及
者
､
上
鷲
之
大
悦
'
取
朱
筆
音
皮
目
休
詩
'

- 36._

我
愛
虜
輿
杜
､
魁
然
選
挙
輔
'
黄
牌
三
十
年
､
清
風

一
幕
省

於
英
側
'
茸
以
王
思
慮
杜
也
'
今
慶
老
福
徳
亦
侍
側
'
即
以

賜
之
､
福
徳
装
溝
十
鶴
､
後
至
元
廃
辰
､
以
蹄
王
之
予
今
翰

林
畢
士
承
旨
開
府
儀
同
三
司
臣
篤
麟
織
穆
蘭
､
開
府
以
示
臣

着
壬
､
伸
識
共
後
､
巨
石
壬
於
是
見
至
治
之
治
共
有
以
我
､

王
偶
拙
筆
'
不
作
他
象
'
両
端
作
九
府
鏡
捷
'
非
以
其
流
布

帝
人
'
有
功
於
世
平
､
上
不
育
他
譜
'
濁
音
時
人
涌
易
姓
之

旬
'-
非
有
契
崖
患
..
婿
賓
以
蒔
耽
之
治
乎
.

則
是
僻
婁
之

:顔
.-
束
管
有
志
天
下
之
心
蒔
､
ぬ
輝
男
杜
不
官
功
､
持
薬
夷



77夕

効
之
君
主
､
汲
引
士
類
'

一
幸
不
達
､
共
有
得
於
是
乎
､
俵

天
候
以
垂
'
則
唐
廃
部
能

町
嘩
廉
歌
之
風
､
請
然

1
堂
之
上

菜
t
.登
時
虜
杜
而
己
哉
'
瞭
君
臣
相
通
'
古
今
朗
難
'
及
井

相
通
｣

両
天
復
中
道
奮
之
､
此
有
志
之
士
不
能
不
痛
悼
也
､
.

･
鳴
呼
惜
哉
､
王
之
功
葉
不
経
､
天
嘗
展
之
､
然
痛
悼
之
除
､
.

ー

復
有
償
主
賓
者
､
玄
齢
後
有
遺
愛
､
如
晦
後
有
精
構
､
今
開

-
府
鳩
志
運
事
'
猛
光
静
烈
'
厨
社
有
所
不
及
菜
､
積
善
乏

豪
､
必
有
飴
慶
､
誰
不
信
英
夫
'

-
こ
の
女
章
の
な
か
か
ら
'
嘗
面
の
間
壇
に
必
要
な
個
所
を
ひ

ろ
へ
ば
､
攻
の
如
く
で
あ
る
.
｢
束
平
息
獣
王
｣
と
い
ふ
の
は
､

や
は
り
井
任
の
こ
と
で
あ
る
が
､
あ
る
日
'
常
任
が
便
殿
に
侍

や
つ
た
み
ぎ
少
.
墨
筆
で
古
鏡
の
形
を
ゑ
が
き
'
朱
筆
で
彩
色
を

施
し
乾
｡
そ
れ
が
大
い
に
英
宗
の
席
に
入
少
'
そ
の
朱
筆
を
手

に
と
る
と
､
唐
の
皮
目
休
の
詩
を
そ
ぼ
へ
書
き
つ
け
た
｡

r
吾

愛
虜
輿
杜
'
魁
然
農
事
輔
'
黄
閣
三
十
年
､
清
風

1
茶
首
｣
の

二
十
字
で
あ
る
.
さ
う
し
て
そ
れ
を
侍
臣
の
顧
徳
に
輿
へ
海
が

の
ち
憤
帝
の
後
至
元
六
年
､
顧
徳
は
そ
れ
を
弗
任
の
子
な
る
食

統
轄
穆
蘭
に
貯
抄
'

篤
麟
域
穆
蘭
は
許
有
壬
に
頼
ん
で
政
を
菩

い
て
も
ら
っ
た
｡
そ
れ
が
こ
の
文
章
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
こ
の
文
章
拡
つ
S
て
最
も
注
意
す
べ
き
こ
と
他

夷
宗
が
唐
人
･の
詩
を
そ
ら
ん
じ
で
ゐ
た
こ
と
で
あ
る
｡
詩
経
定

日
休
の
五
首

｢
七
愛
詩
し
め
句
ゼ
あ
っ
て
'.
｢房
杜
二
相
国
J
と

嬉
す
る
も
の
.のノ

一
節
で
あ
る
｡
･も
っ
と
も
こ
の
詩
を
そ
ら
ん
じ

tJ
ゐ
､た
と
い
ふ
こ
と
は
､
必
ず
し
も
英
寮
の
議
書
の
軍
国
の
磨

き
を
示
す
も
の
で
は
な
い
｡
と
い
ふ
の
は
'
こ
の
詩
或
弘
は
潜

時
通
行
の

｢
千
哀
詩
｣
の
類
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
た
か
と
推
せ
.ら

れ
る
ふ
し
が
あ
る
か
ら
で
あ
ら
で
.
･す
な
は
ち
と
の
詩
の
う
ち

｢清
風

1
寓
苗
｣
と
S
ふ
句
は
1
花
子
安
の
付
薬
舟
難
劇
に
｢
倒

蕗
的
播
清
風

.i
常
吉
｣
と
使
仕
れ
て
ゐ
る
の
を
始
め
二
光
曲
紅

時
々
使
は
れ
て
ゐ
る
が
'
元
曲
に
引
か
れ
る
詩
は
､
大
て
い
寺

小
屋
用
の
選
本
か
ら
出
る
と
考
へ
ら
れ
る
｡
お
そ
ら
-
英
宗
も

さ
う
し
た
お
手
軽
な
選
本
で
覚
え
た
の
で
あ
ら
う
｡
だ
と
す
る

.
と
､
英
采
の
漢
文
の
力
は
'
な
ほ
大
し
た
も
の
で
な
か
う
た
と

い
へ
る
.
の
み
な
ら
す
炭
素
の
浜
文
を
轟
む
カ
が
､
な
は
甚
だ

お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
文
献
も
あ
る
b

そ
れ
は

｢秘

書
志
｣
晋

記
事
で
あ
等

､
い
ぼ
-

･

延
撃

ハ
年
正
月
十
六
日
'
車
中
音
綾
部
牌
奉
中
書
省
判
落
合

ー

事
院
呈
'
延
砿
五
年
十

1
月
三
十
日
'
禿
沸
迭
鬼
食
事
李
家

奴
中
議
繭
衛
奏
'
鼻
太
子
坐
了
位
爽
珂
'
合
看
前
代
帝
王
治

･
天
下
申
文
書
有
'
笹
粗
皇
帝
教
筆
太
師
等
秀
才
毎
.
於
倍
音

I
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真
棟
揮
出
奔
的
帝
王
晴
天
下
緊
要
的
文
書
､
叉
裕
宗
皇
帝
諌

乗
的
文
書
､
井
寛
的
倣
書
等
､
叉
皇
帝
教
忽
郡
魯
禿
兄
迷
失

謬
富
雅
的
大
挙
節
義
'
唐
太
宗
帝
範
文
書
'
合
歓
太
子
根
底

放
著
者
戯
磨
道
'
伴
常
毎
説
有
､
是
父
組
数
棟
揮
也
乗
的
餌

代
帝
王
行
的
是
秀
的
文
書
､
井
看
雅
的
文
書
有
､
皇
帝
叔
底

奏
了
､
教
取
婿
琳
文
膏
毎
額
､
太
子
根
底
放
著
､
閑
便
時
看

珂
窓
生
'
啓
吋
'
奉
令
旨
､
皇
帝
根
底
奏
者
塵
道
P
.奏
吋
'

郷
殿
者
魔
道
､
聖
旨
了
也
､
欽
此
､

こ
れ
は
､
英
宗
が
ま
だ
仁
宗
の
太
子
で
あ
っ
た
頃
あ
､
魯
事

府
の
奏
文
で
あ
る
が
､
太
子
の
御
輿
閉
所
に
は
､
世
組
が
牽
獣

ら
に
お

評
さ
せ
に
な
っ
た

｢
倍
音
｣
の
軟
琴
'
ま
た
今
上
が
忽

都
魯
禿
兄
迷
矢
に
お
鐸
さ
せ
に
な
っ
た

｢
大
挙
街
轟
｣
十
帝
範
｣

な
ど
を
'
お
そ
な
へ
つ
け
に
な
っ
て
'
閑
々
に
御
腎
に
な
る
が

よ
か
ら
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
｡
こ
れ
に
よ
れ
ば
､
英
宗
の
請
書

I

は
､
な
性
鶴
文
の
原
文
よ
り
も
.
む
し
ろ
蒙
古
語
に
謬
さ
れ
た

も
の
に
､
煉
ら
ぬ
ば
な
ら
な
か
っ
た
､
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
｡

か
よ
英
宗
の
鶴
文
の
力
は
.
な
ほ
疑
問
で
あ
る
け
れ
ど
も
､

全
く
漢
文
に
文
盲
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
｡
と
に
か
く
唐
人

の
詩
を
何
程
か
そ
ら
ん
じ
､
そ
れ
を
書
き
記
す
だ
け
の
推
力
を

そ
な

へ
て
ゐ
た
こ
と
､
許
有
壬
の
政
の
示
す
通
力
で
あ
る
｡

な

腔
茸
槽
の

｢
中
書
左
盛
相
野
字
道
志
仁
清
息

1
徳
功
臣
太
師
開

府
俵
同
三
司
遠

国
迫
封
警

要

忠
霊

砕
｣
蛮

讐

佃

四
す
な
は
ち
弗
任
の
神
道
弾
に
は
､
こ
の
裏
翰
の
こ
と

を
.I

命
図
工
槍
玉
倹
'
動
静
林
侍
誇
畢
士
衷
析
麓
之
賀
'
鍬
寄
居

度
日
休
草
髪
膚
輿
杜
魁
然
展
宰
輔
黄
鞠
三
十
年
清
風
倍
高
石

i
之
詩
以
腸
之
､
蓋
靭
望
之
也
至
莫
t

I

と
記
し
て
を
ゎ
'
卒
然
と
讃
む
と
'
あ
だ
か
も
皮
目
休
の
詩
は

舞
任
の
像
に
臆
さ
れ
た
も
の
の
や
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
'
事

賓
は
さ
う
で
な
-
､
許
有
壬
の
､助
に
い
ふ
と
こ
ろ
が
正
し
い
の

＼

で
あ
ら
う
｡

な
は

｢
元
史
｣
の
元
明
善
侍
に
払

英
宗
親
株
大
室
､
縫
官
進
観
相
'
諦
晋
御
名
'
命
明
善
代
署

者
三
､

ど
.S
ふ
記
事
が
あ
る
o
こ
れ
は
英
宗
が
自
ら
由
名
を
署
す
る
こ

と
が
出
奔
な
か
っ
た
資
料
と
し
て
も
受
け
取
れ
遥
う
セ
あ
る
け

れ
ど
も
､
督
は
さ
う
で
な
-
､
む
し
ろ
明
善
の
音
法
を
賢
し
'

特
に
そ
れ
に
命
ず
る
だ
け
の
鑑
劫
を
そ
な
√へ
て
わ
た
と
解
す
べ

き
だ
と
考

へ
る
｡

･
要
す
る
に
､
英
宗
の
翰
墨
に
封
す
る
興
味
と
姥
力
は
.
な
ほ

大
し
た
こ
と
は
な
い
｡
ま
た
英
宗
が
斌
せ
ら
れ
た
あ
と
を
承
け
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て
立
っ
た
展
金
の
嫡
孫
､
管
玉
也
孫
蛾
木
見
､
す
な
は
ち
蕃
定

帝
の
と
き
に
は
､
始
め
て
正
式
に
鮭
定
が
開
か
れ
た
が
､
元
の

経
笹
の
こ
と
に
つ
い
て
は
'
別
の
横
倉
に
述
べ
る
で
あ
ら
う
か

ら
､
こ
1
で
些
言
及
せ
ぬ
こ
と
と
L
t
問
題
を
翰
墨
に
か
ぎ
れ

ぼ
､

蕃
定
帝
の
翰
墨
に
関
す
る
記
事
は
,､

1
向
に
見
あ
た
も

ぬ
｡
と

こ
ろ
が
秦
定
帝
の
あ
と
を
承
け
て
立
っ
た
武
宗
の
子
､

文
宗
皇
帝
固
帖
穆
蘭
に
至
っ
て
は
､
支
郷
の
翰
墨
､
乃
至
は
ひ

ら
-
漢
人
の
文
革
に
勤
し
､
積
極
的
な
興
味
を
拍
き
､
そ
の
能

力
も
な
み

-
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
｡
そ
の
こ
と
は
次
鱗
や

∫

説

く
｡

(昭
和
十
八
年
五
月
二
十
二
日
)

′

-

一ノ一F_

つ

け

た

し
ノ
【

私
は
史
拳
を

専
攻
す
る
も
の
で
は
35
い
.

こ
と
に
元
史
に
は
熟
し
な

い

.
た
だ
境
木
､

東
方
文
化
研
究
所
で
'

諸
同
僚
と
元
入
難
劇
の
研
究

に
従
ふ
う
ち
に
､

そ
の
敢
骨
的
背
景
を
知
る
必
要
を
感
じ
､

元
代
の
文

献
を
渉
猟
す
る

横
倉
を
も
っ
こ
.H
と
な
っ
た
が
'

や
が
て
は
直
接
雑
劇

サy

′

に
関
係
し
な
い
事
柄
に
つ
い
て
も
J.
.
興
味
を
感
す
る
や
う
に
な
-
､

ひ

ま
ひ
ま
に
披
き
書
を

作
っ
て
見
た
O
披
き
書
の
堆
横
の
東
す
と
こ
ろ
は
.
.

多
少
専
門
家
の
見
解
を
補
足
で
き
る
も
の
も
あ
る
と
思
ふ
の
で
､

編
輯

者
の
勧
め
に
廠
じ
､

本
誌
に
連
載
さ
せ
て
賞
ふ
こ
と
に
す
る
?

専
門
家

の
忌
催
な
い
批
評
､
.こ
と
に
そ
れ
が

本
誌
上
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
i

重
ん
で
ゐ
る
O

私
が
か
-
元
代
に
興
味
を
動
か
す
に
至
っ
た
の
は
'

も

と
よ
り
主
と
し
て
は
､

難
劇
の
た
め
で
あ
る
均
れ
ど
も
､

1
つ
に
は
0
/A

の
情
勢
､
･こ
と
に
闘
初
の
.情
勢
が
'

事
礎
後
の
支
那
と
酷
似
す
る
こ
と

が
､

興
味
の

一
因
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
乃
い
.

LI.
は
こ
の

t
連
の
緬

文
で
は
'

私
は
書
き
と
め
た
限
-
の
資
料
を
､

す
っ
か
り
挙
げ
る
･Jj
と

に
す
る
｡

も
と
よ
-
元
代
の
書
の

こ
と
ご
と
-
を
蔑
み
つ
-
し
た
わ
け

で
は
な
い
｡

扱

っ
て
こ
こ
に
挙
げ
な
い
む
の
は

私
の
知
ら
な
い
も
の
で

∫

あ
る
｡

こ
の
論
文
を
本
革
に
登
表
す
る
に
つ
い
で
は
､

さ
う
し
た
未
見

の
更
科
を
､

細
大
と
な
-
教
示
に
顎
-
た
い
と
い
ふ
､

鼻
の
よ
い
下
心
.

も
あ
る
｡
以
上
､

樹
幹
者
か
ら
飴
白
の
漉
せ
草
を
､

求
め
ら
れ
る
ま
ま

に
､
書
き
足
し
た
.

(
同
じ
年
の
七
月
三
十

丁
目
)
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